


著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上 公表し
ません。
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正解・解答例 
 

教科・科目名 国語（前期日程試験：令和６年度） １／２ 問題番号 K１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

人文社会科学部（社会学科、言語文化学科）、教育学部（音楽教育

専修、美術教育専修、保健体育教育専修を除く各専攻・専修）、グ

ローバル共創科学部 

１ 

 

６０％ 

 

採点時の配点 

  １２０点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

問１ （ア）自認 

   （イ）被る 

   （ウ）射程 

   （エ）看過 

   （オ）軌跡 

 

問２ 古代ギリシア人が重視した人間の倫理や価値をめぐる「徳」のみを対象に

するとともに、それらについて何も知らないのではなく、「それが何であ

るか」という最重要な点だけを「知らない」というのがソクラテスの「不

知」である。 

 

問３ ソクラテスは、あらゆる角度から検討したうえで「知らない」という認識

に至っていたが、それでもなお、正しい考えや答えなどないということを

前提にはせず、今度こそ納得のいく答えに近づくことができるかもしれな

いと期待して対話したという点。 

 

問４ 真実の命題を持つことの理由や根拠を説明できること（２４字） 

  （部分点 真実であること、根拠を説明する必要があること（２２字）） 

 

問５ おおよそ間違っていないと思っていることは「知っている」と見なして過

ごす日常生活は、厳密な「知る」の定義を適用すると立ち行かなくなるか

ら。 

 

問６（解答例） 

皆から敬遠されがちなクラスメイトがいた。ふとしたきっかけで、彼と

話すようになり、複雑な家庭事情や彼の心の内を知った。学校ではとっ

つきにくく人付き合いもよくない印象であった彼と、改めて知った彼は

全く異なっていた。私は勝手に決めつけていただけで、決して彼のこと

を知っているわけではなかったのだ。その時改めて人を知るということ

は難しいと思った。先入観や偏見を持たずに人と接することは難しいし、

持っているのは悪いことではない。ただ、それにとらわれず、自分の「知

っている」を疑うことが重要だ。人を知ることは、自分自身が「知らな

い」という前提に立つことで初めて可能になるのではないか。（２８６字） 

 

    

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 国語（前期日程試験：令和６年度） ２／２ 問題番号 K１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

人文社会科学部（社会学科、言語文化学科）、教育学部（音楽教育

専修、美術教育専修、保健体育教育専修を除く各専攻・専修）、グ

ローバル共創科学部 

 

 

 

２ 

 

２０％ 

 

採点時の配点 

   ４０点 

 

 

 

 

 

３ 

 

２０％ 

 

採点時の配点 

   ４０点 

 

 

問１ （ａ）つらい 

   （ｂ）こっそりと 

   （ｃ）うらめしい 

   

問２ （イ） 

 

問３ （に） 

 

問４ これ以上、この世で生きていけそうにない心地がしたので 

 

問５ 帝が、帝からのお召しがないことに悲観した采女が猿沢の池に身投げした

ことに対して思った。 

 

 

 

 

 

問１ 生を以て室を為れば、今善しと雖も、後将に必ず敗れんとす。 

 

問２ ますます強くなってゆくものでますます軽くなってゆくものを支えるの

だから、崩れるはずはない。 

 

問３ 高陽応は上っ面のつまらない推察を好んで、肝心のものの道理を理解しな

かったのである。 

 

 

 

 

 

 

  



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 国語 （前期日程試験：令和６年度） 問題番号 K１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

 人文社会科学部（社会学科、言語文化学科）・教育学部学校教員養成課程

（音楽教育専修、美術教育専修、保健体育教育専修を除く各専攻・専修）・

グローバル共創科学部 

出題のねらい 

 
１ 現代的な評論文を読んで、基礎的な知識、文脈を把握する読解力、論理的
な思考力と基礎的表現力をみる。 

 
 
 
２ 古文の文法および語法の知識に基づき、適切な形式での理解力・表現力を
みる。 

 
 
 
３ 漢文の文法および語法の知識に基づき、適切な形式での理解力・表現力を
みる。 

 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点６０％（１２０点） 
 
  問１ ２０点（４点×５） 

問２ １５点 
  問３ １５点 
  問４ １０点 
  問５ ２０点 
  問６ ４０点 
 
２ 配点２０％（４０点） 
  問１ １２点（４点×３） 
  問２  ５点 
  問３  ５点 
  問４  ９点 
  問５  ９点 
 
３ 配点２０％（４０点） 
  問１ １０点 
  問２ １５点 
  問３ １５点 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 国語 （前期日程試験：令和６年度） 問題番号 K１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

 人文社会科学部（社会学科、言語文化学科）・教育学部学校教員養成課程

（音楽教育専修、美術教育専修、保健体育教育専修を除く各専攻・専修）・

グローバル共創科学部 

出題のねらい 

 
１ 現代的な評論文を読んで、基礎的な知識、文脈を把握する読解力、論理的
な思考力と基礎的表現力をみる。 

 
 
 
２ 古文の文法および語法の知識に基づき、適切な形式での理解力・表現力を
みる。 

 
 
 
３ 漢文の文法および語法の知識に基づき、適切な形式での理解力・表現力を
みる。 

 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点６０％（１２０点） 
 
  問１ ２０点（４点×５） 

問２ １５点 
  問３ １５点 
  問４ １０点 
  問５ ２０点 
  問６ ４０点 
 
２ 配点２０％（４０点） 
  問１ １２点（４点×３） 
  問２  ５点 
  問３  ５点 
  問４  ９点 
  問５  ９点 
 
３ 配点２０％（４０点） 
  問１ １０点 
  問２ １５点 
  問３ １５点 

 




